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新
世
代
の
た
め
の
月
間 

平
成
22
年
９
月
30
日
（
木
） 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員
61
名 

出
席
計
算
数 53

名
中
42
名
出
席 

出
席
率
79
・
25
％ 

前
々
回
出
席
率
94
・
74
％ 

 
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ  

「
君
が
代
」「
我
等
の
生
業
」 

指 

揮 

者 

大
原 

敏
正 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ゲ
ス
ト 

尾
張
國
・
中
村 

豊
國
神
社 

宮
司 

工
学
博
士        

村
上 

 

廣
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

★
村
上 

廣
さ
ん
よ
り
頂
戴
し
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

村
上
宮
司
様
、
卓
話
楽
し
み
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
崎 

征
一 

日
曜
日
の
老
人
ホ
ー
ム
、
ご
く
ろ
う
さ

ん
で
し
た
。 

 
 

 
 

髙
木 

政
義 

本
丸
御
殿
、
11
月
６
日
（
土
）
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
ン
、是
非
多
く
の
ご
参
加
を
。

大
原 

敏
正 

尾
上
さ
ん
、
前
田
さ
ん
、
八
ヶ
岳
で
は

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
鬼
頭 

茂
成 

尾
上
さ
ん
、
鬼
頭
さ
ん
、
前
田
さ
ん
、

山
で
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

鈴
木 

基
仁 

涼
し
く
な
り
ま
し
た
！
今
年
の
夏
は
ほ

ん
と
う
に
長
か
っ
た
で
す
ね
！ 

春
日
井
和
良 

９
月
16
日
は
61
歳
の
誕
生
日
で
し
た
。

出
口 

 

忍 

 

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

岩
崎 

征
一 

ア
ス
ナ
ル
金
山 

ア
ス
ナ
ル
金
山
は
、
商
業
施
設
、
ホ

ー
ル
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
駐
車
場
等

か
ら
な
る
複
合
施
設
で
、
15
年
の
限
定

利
用
を
前
提
と
し
て
、
２
０
０
５
年
に

名
古
屋
の
交
通
の
要
衝
の
地
、
金
山
に

建
設
さ
れ
た
。 

中
心
に
位
置
す
る
３
層
吹
き
抜
け
の

広
場
が
、
施
設
全
体
に
回
遊
性
と
有
機

的
な
つ
な
が
り
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

又
北
側
フ
ァ
サ
ー
ド
は
風
車
と
太
陽
電

池
パ
ネ
ル
か
ら
構
成
さ
れ
た
エ
コ
発
電

装
置
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。 

設
計
を
担
当
し
た
の
は
北
山
孝
二
郎

氏
で
サ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
か
め
ど
、
横
浜

ベ
イ
ク
ォ
ー
タ
ー
な
ど
与
条
件
を
合
理

的
に
処
理
し
た
建
築
を
多
く
残
し
て
い

ま
す
。
又
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
担
当

し
た
北
山
孝
雄
氏
は
北
山
創
造
研
究
所

を
主
宰
し
都
市
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
商 

       

品
デ
ザ
イ
ン 

等
を
行
っ
て 

い
ま
す
。
ち 

な
み
に
北
山 

孝
二
郎
氏
は
、 

今
を
と
き
め 

く
世
界
的
建 

築
家
、
安
藤 

忠
雄
氏
の
実 

弟
で
、
北
山 

孝
雄
氏
は
安 

藤
忠
雄
氏
の
双
子
の
弟
で
、
３
人
兄
弟

共
建
築
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。 

安
藤
忠
雄
氏
の
最
近
の
作
品
は[

東

急
電
鉄
東
横
線
渋
谷
駅
（
愛
称
・
地
宙

船
）・
表
参
道
ヒ
ル
ズ(

同
潤
会
青
山
ア

パ
ー
ト
建
て
替
え)

、
進
行
中
の
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
（
高
さ
約
６
１
０
ｍ
）
等

が
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

卓 

話 

「
豊
臣
秀
吉
公
を
語
る
」 

尾
張
國
・
中
村 

豊
國
神
社 

宮
司 

 

工
学
博
士 

 

村
上 

 

廣
さ
ん 

は
じ
め
に 

こ
の
場
に
て
卓
話
の
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
小
生

が
何
者
か
を
少
し
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

神
職
の
家
に
生
を
受
け
父
が
帰
霊
し

た
の
を
機
に
自
分
が
創
業
し
た
土
木
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
退
職
し
父
の
遺

志
を
受
け
継
ぎ
現
在
の
職
に
奉
仕
す
る

こ
と
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

豊
國
神
社
の
歴
史 

名
古
屋｢

豊
國
神
社｣

は
江
戸
時
代
が

終
蔦
し
明
治
時
代
に
な
っ
た
明
治
18

年
の
創
設
に
始
ま
り
ま
す
。
江
戸
時
代

は
徳
川
尾
張
藩
の
お
膝
下
に
豊
臣
側
に

対
す
る
弾
圧
が
あ
っ
た
と
長
老
か
ら
聞

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
徳
川
時
代
が
２
６

０
年
余
続
き
豊
臣
に
関
す
る
歴
史
根
拠

が
何
も
残
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。 明

治
16
年
に
な
り
尾
張
中
村
に｢

豊

臣
秀
吉
公｣

の
遺
徳
を
残
す
活
動
が
始

ま
り
、
多
く
の
地
元
の
有
志
達
が
現
在

の
地
に｢

豊
國
神
社｣

を
創
設
し
た
。
そ

し
て
、
神
社
の
周
囲
を
公
園
と
し
て
現

在
の｢

中
村
公
園｣

が
存
在
し
て
い
る
。 

豊
臣
秀
吉
公 

我
が
国
の
近
現
代
史
の
基
礎
を
成
し

た
の
が
、当
時
の
三
英
傑
で
あ
る｢

織
田

信
長
公｣

｢

豊
臣
秀
吉
公｣

｢

徳
川
家
康

公｣

で
あ
り
、
偉
大
な
武
将
達
で
あ
る
と

言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。 

そ
の
中
に
あ
っ
て
、｢

豊
臣
秀
吉
公｣

は
師
匠
で
あ
る
信
長
公
の
意
思
を
受
け

継
ぎ
国
土
統
一
を
成
し
遂
げ
、
徳
川
家

康
公
が
天
下
泰
平
の
世
を
築
き
、
明
治 
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の
時
代
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

・
１
５
９
０
年(

天
正
18
年)

小
田
原
城

を
攻
め
北
条
氏
を
滅
ぼ
し
、
奥
州
の

平
定
に
て
天
下
統
一
を
す
る
。 

・
文
化
面
で
は
、
１
５
７
８
年(

天
正
６

年)

に
三
木
城
の
付
城
に
て
初
め
て
の

茶
会
を
開
催
し
、
１
５
８
７
年(

天
正

15
年)

京
都
北
野
に
大
茶
会
を
開
催

す
る
等
し
、
現
在
に
お
け
る
茶
道
の

基
礎
を
な
し
た
と
云
え
る
。
又
、
建

築･

土
木
事
業
な
ど
の
京
都
に
お
け

る
都
市
整
備
事
業
を
推
進
し
た
。 

・
外
交
面
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏･

明
国･

朝
鮮
等
と
も
対
等
な
関
係
を

図
ろ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
世

に
朝
鮮
出
兵
で
後
世
ま
で
悪
態
を
告

げ
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
。 

・
１
５
９
８
年(

慶
長
３
年)

８
月
18
日

伏
見
城
に
て
没
す(

62
歳) 

・
１
５
９
９
年(

慶
長
４
年)

朝
廷(

後
陽

成
天
皇)

よ
り｢

豊
國
大
明
神｣

の
称

号
を
賜
る
。 

戦
国
の
世
に
あ
っ
て
尾
張
の
国
は
、

信
長
公
の
カ
リ
ス
マ
性
に
よ
り
我
が
国

の
土
台
骨
を
構
築
し
た
と
言
っ
て
過
言

で
な
い
。｢

信
長
公｣

の
意
思
を
受
け
継

ぎ
天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
た
の
が｢

豊

臣
秀
吉
公｣

で
あ
り
、天
下
人
と
し
て
認

め
ら
れ
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
労
力
と

能
力
そ
し
て
知
力
が
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
二
人
の
先
達
の
生
き
様
を
良
く
学

び
過
去
二
人
に
無
か
っ
た
人
材
育
成
を

成
し
遂
げ
２
６
０
年
の
お
家
を
守
る
こ

と
が
出
来
た
の
が｢

徳
川
家
康
公｣

で
あ

り
、
結
果
、
日
本
の
今
日
を
築
い
て
来

た
。
我
が
国
の
特
徴
は
、
江
戸
時
代
に

築
い
て
き
た
精
神
文
化
と
こ
れ
を
実
践

し
た
明
治
時
代
の
人
々
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。 

我
が
国
の
地
理
的
条
件
は
、
島
国
で

あ
る
事
に
大
き
く
支
え
ら
れ
て
来
た
。

し
か
し
、
21
世
紀
に
な
り
国
防
面
に
お

け
る
制
空
権･

海
洋
防
備
に
は
、
も
は
や

現
状
で
は
限
界
が
来
て
い
る
。 

一
方
で
、
日
本
国
民
の
海
岸
線
に
対

す
る
自
然
環
境
が
海
域
の
多
様
性
生
物

保
護
に
関
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
に
も
な
っ
て
い
る
。 

我
々
の
世
代
は
、
も
は
や
孫
の
世
代

を
考
え
て
行
動
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
大
き
な

関
心
を
持
っ
て
い
る
。
海
洋
性
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る
我
が
国
の
将
来
は
、
過

去
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
未
来
に
向

け
た
活
動
を
国
民
一
人
一
人
が
意
識
し

て
行
か
ね
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

豊
臣
秀
吉
公
に
始
ま
る
近
現
代
史
を

意
識
し
、
わ
が
日
本
国
は
、
国
際
社
会

に
於
い
て
国
民
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
、

子
孫
に
何
か
を
示
唆
す
る
政
治
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。 

ご
静
聴
を
い
た
だ
き
ま
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

老
人
介
護
施
設
慰
問 

社
会
奉
仕
委
員
長 

髙
木 

政
義 

９
月
26
日
（
日
）
に
「
ア
ミ
ー
ユ
豊

山
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
入
居
し
て
い

る
高
齢
者
に
歌
と
ハ
モ
ン
ド
オ
ル
ガ
ン

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
で
す
。 

歌
は
渡
辺
観
永
さ
ん
と
そ
の
家
族
、

そ
し
て
岩
崎
会
長
、
そ
の
他
の
会
員
の

合
唱
で
懐
か
し
い
歌
が
熱
唱
さ
れ
ま
し

た
。
ハ
モ
ン
ド
オ
ル
ガ
ン
は
３
名
の
演

奏
者
に
小
澤
会
員
が
参
加
し
て
の
演
奏

会
と
な
り
ま
し
た
。 

日
頃
外
部
者
と
の
接
触
が
少
な
い
入

居
者
の
み
な
さ
ん
に
、
気
分
転
換
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
い
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
次
回
も
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 

Ｒ
財
団
恒
久
基
金 

ベ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー
表
彰 

岩
崎 

征
一 

Ｒ
財
団
恒
久
基
金 

へ
の
１
０
０
０
ド
ル 

の
寄
付
者
（
ベ
ネ
フ 

ァ
ク
タ
ー
）
と
し
て
、 

財
団
よ
り
、
表
彰
状 

と
記
念
の
ピ
ン
が
贈 

ら
れ
ま
し
た
。 

10
月
14
日
（
木
）
例
会
の
案
内  

例
会
変
更
10
月
12
日
（
火
）  

４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル 

３
Ｆ
「
那
古
」
の
間  

  

広
報
委
員
会 

近
藤 

明
美
・
前
田 
隆
久 

近
藤
宏
一
郎
・
杉
浦 

令
淑 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た 

 

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

                                  

                                   

 

 

平成22 年９月1８日・1９日

会長 前田 隆久

9月18日(土)、19日、ヒルウォーキング秋の山行例会として、尾上顧問以

下10名のメンバーで、北八ヶ岳へ行ってきました。 

18日、2台の車に分乗して白駒池Ｐへ、そこから3時間歩いて黒百合ヒュッ

テに到着。天気は今一つでしたが、霧に霞む静寂の北八ヶ岳が満喫できました。

19日は、雲ひとつない快晴で、山小屋を早朝に出発、まず天狗岳を目指し

ました。天狗岳頂上からは、間近に八ヶ岳の峰々、遠くに南アルプス、中央ア

ルプス、御岳、北アルプス・・・の、まさに360度の展望を満喫し、 

にゅう（山名）経由で、

白駒池Ｐまで、縦走し

ました。 

女性的で静寂な森と

池、男性的で豪快な山

岳風景と、八ヶ岳の全

てのいいところを、堪

能できた二日間でした。

これからも、年に１

回、泊まりがけの山行

で、親睦を深めていき

たいと思います。 

 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 

9 月22 日（水）、麻雀同好会のメンバー8 名が集

い、第4 回総会及び第10 回例会が開催されました。

今回の優勝者は岩崎征一さん。以下二位・吉田明夫さ

ん、三位・近藤宏一郎さん、5 位・藤田澈さん、そし

てＢ.Ｂ.賞・鬼頭茂成さん、という結果でした。麻雀

同好会は入会金 10,000 円、当日参加料 5,000 円

です。皆さん、是非ご入会のほどよろしくお願い致し

ます。 

優  勝  小野さんの出席が嬉しくて我

／ 岩崎 征一  を忘れて楽しんだ結果でした。

平成22 年9 月22 日（水）

於：マージャンサロン 東天光 


